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横
浜

国
が
「非
常
時
」

と
判
断
し
た
際

に
、
自
治
体

へ
の
指
示
権
を
行

使
で
き
る
改
正
地
方
自
治
法
が

成
立
し
、
施
行
を
控
え
る
中
、

改
正
に
反
対
し
て
き
た
横
浜
市

民
ら
が
９
日
、
市
役
所
で
会
見

し
た
。
国
に
対
し
て
改
正
部
分

の
廃
止
な
ど
を
要
請
す
る
意
見

書
提
出
を
市
会

に
求
め

て
お

り
、
請
願
は
１０
日
か
ら
開
か
れ

る
市
会
で
審
議
さ
れ
る
。

改
正
法
は
コ
ロ
ナ
禍
の
行
政

の
混
乱
を
踏
ま
え
、
国
が
非
常

時
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
目
的

で
６
月
に
成
立
。
個
別
の
法
律

に
規
定
が
な
い
場
合
で
も
閣
議

決
定
に
よ

っ
て
自
治
体
に
指
示
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地
方
自
治
法
改
正
部
分
の
廃
止

を
求
め
、
請
願
を
出
し
た
市
民

た
ち

　

＝
９
日
、横
浜
市
役
所

「非
常
時
」
指
示
権

廃
止
を

改
正
地
方
自
治
法
、市
民
ら
請
願

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、

成
立
前
の
国
会
審
議
で
は
指
示

権
行
使

の
要
件

に
該
当
す
る

「
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
事
態
」
が
具
体
的
に

示
さ
れ
ず
、
識
者
な
ど
か
ら
「指

示
権
の
乱
用
」
を
懸
念
す
る
声

・
善
Ｅ
（
一　
　
１
９
６
６
年

に

一
―
，
　
〓〓ｔ
県
て
一
家
４

人
が
殺
主
〓さ
れ
た
事
件
で
死
刑

が
確
定
し
た
袴
田
巌
さ
ん

（
８８
）

の
再
審
判
決
を
前
に
、
袴
田
さ

ん
を
支
援
す
る
街
頭

ア
ピ
ー
ル

が
８
日
、
横
浜
市
中
区
の
桜
木

町
駅
前
広
場
で
行
わ
れ
た
。
２６

日
に
無
罪
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

る
公
算
が
大
き
い
中
、
支
援
者

６
人
が
代
わ
る
代
わ
る
マ
イ
ク

を
握
り
、

「
完
全
無
罪

一
に
向

け
て
検
察
の
控
訴
断
念
を
要
望

し
た
。

元
プ

ロ
ボ
ク
サ
ー
の
新
田
渉

世
さ
ん
は
、
収
監
中
の
袴
田
さ

ん
と
東
京
拘
置
所
で
面
会
し
た

際
の
や
り
と
り
に
言
及
。
精
神

~■ ~
＼
、

が
上
が

っ
て
い
た
。

市
会

へ
の
請
願
で
は
、
改
め

て
同
法

の
在
り
方
を
審
議
す
る

と
と
も
に
、
国
に
対
し
て
改
正

部
分

の
廃
止
と
そ

の
間

の
指
示

権
不
行
使
を
要
請
す
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
。
本
年
５
月
に

も
同
法
改
正
案

の
廃
案
を
求
め

る
請
願
を
出
し
て
い
た
が
、
不

採
択
に
な

っ
て
い
た
。
今
回
は
、

前
回

の
３
倍

に
当
た
る
１
２
３

人

が
代

表

者

の
倉

田
謙

さ

ん

~袴
田巌 さん に真 の 自由を !」と題 した 活動 で
シ ュブ レ ヒコール を上 げ る参加 者
=8日 、横 浜市 中 区 の桜 木 町駅 前 広 場

（
７７
）
と
共
に
名
を
連
ね
た
。

市
役
所
で
会
見
し
た
倉
田
さ

ん
は

「
非
常
時

で
あ
れ
ば
解
釈

が
い
か
よ
う
に
も
で
き
る
、
自

紙
委
任
に
近
い
改
正
法
を
黙

っ

て

見

過

ご
す

こ
と

は

で
き

な

い
。
見
過

ご
し
た
ら
自
治
や
暮

ら
し
を
守
れ
る

の
か
と
い
う
危

機
感
か
ら
、
し

つ
こ
く
請
願
を

出
そ
う
と
思

っ
た
」
と
説
明
。

前
回

の
請
願
に
関
す
る
市
会
で

の
議
論
が
不
十
分
だ

っ
た

こ
と

的
に

一
段
と
不
安
定
に
な
り
会

話
が
困
難
な
袴
田
さ
ん
が
、
ボ

ク
シ
ン
グ
の
質
問
に
懸
命

に
答

え
る
様
子
を
振
り
返
り
、

「
も

う

一
度
、
元
気
な
姿
を
取
り
戻

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
力
を
込

め
た
。

同
じ
く
ボ
ク
シ
ン
グ
界
に
身

を
置
く
市
川
次
郎
さ
ん
は
、
判

決
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ

の
内

容
に
注
目
し
て
い
る
と
強
調
。

刑
事
事
件

の
証
拠
隠
滅
な
ど
を

禁

じ

る

刑

法

■

０

４
条

に
触

れ
、

「
捏
造
証
拠
を
採
用
し
続

け
て
い
る
検
察

の
罪

一
こ
そ
が

問
わ
れ
る

べ
き
た
と
訴
え
た
（）

ア

ム
ス

ス
ニ

／

ｏ
／
ン
タ
ー

ナ
シ

ョ

一
―
〓
〓
〓
一三
デ
　
一一〓
モ

ム
〓
の
書
（十
至
す
ニ
ニ
ご
′
ｌ
二
い
一
〓
一
〓

が
メ
ン
ツ
を
守
こ

ｔ
ｔ

ｔ

一〓
〓

さ
ん

の
約
４８
年
を
菫
丁
三

一
一
と

憤
り

の
声
を
上
け
た

三
Ｆ
〓
は

日
本
国
民
救
援
会

の
神
奈
川
県

本
部
が
主
催
し
た
，

（武
田
　
晃
裕
）

川
崎

に
も
触
れ
、
　

一
国
と
地
方
が
対

等

で
あ

る

こ
と
を

咀

職

し

て

し

っ
か

り

と
議

論

し

て

ほ

し

い
。
そ
う
す
る

こ
と
で
審
議
内

容
も
市
民
に
伝
わ
る

」
と
強
調

し
た
。

中
村
寛

三
さ
ん

（
７７
）
は
自
治

体
が
戦
争
遂
行

の
協
力
体
制

に

組
み
込
ま
れ
た
戦
前
戦
中

の
話

を
引
き
合
い
に

「地
方
自
治
が

あ

っ
て
初
め
て
民
主
主
義
が
成

り
立

つ
。
地
方
自
治
の
守
り
手

で
あ
る
首
長
や
市
議
に
は
、
個

人
の
人
権
や
生
活
、
命
に
関
わ

る
地
方
自
治
法
を
根
底
か
ら
覆

す
改
悪
に
危
機
感
を
持

っ
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

（加
地
　
紗
弥
香
）

公
園
内
禁
煙
へ
意
見
公
募

市
方
針
案
公
表
、来
月
１０
日
ま
で

ハ ラ リン ピ ック の シ ンボ ル マ ー ク~ス
リーアギ トス」が飾 られた凱旋 門

の前で記念写真を撮 るカナダの 自転
車男子 シ ャルル・モ ロー (中央 )

=8日 、パ リ (共同 )
川
崎
市
は
４

日
、
約
■
２
０
０

に
上
る
都
市
公
園
を
原
則
全
面

禁
煙
に
す
る
方
針
案
を
公
表
し

PARiS 202ヽ
/【い

【
バ
リ
共
同
】

「
温
か
み
を

悪
じ
た

一　
一
フ
ラ

ン
ス
社
会

に

長
●
影
基
ヨが
あ

っ
た
」
。
パ
リ

・
ヽ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク
が
閉
幕
し

た
８
日
、
バ
リ
市
民
や
出
場
選

手
か
ら
は
１２
日
間

の
熱
戦

の
終

わ

り

を

惜

し

む

声

が

上

が

っ

一

」
Ｏ

　

”
彙
」

０′，　　ユ」〓一

を
防
ぐ

例
を
改

煙
を
追

以
下
の
市
は

か
ら
１０

の
意
見

市
議
会

を
諮
り

施
行
を
市
は

で
受
動
一

捨
て
禁

き
た
が
、

や
に
お
ヽ

せ
ら
れ
一

た
。
大
会

タ

ッ
フ
は

意
識
の
改

閉
会
式

公
園
に
設

火
台
の
近

の
聖
火
を

検察の控訴断念要望
菱
田
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